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３ 研究３と研究４は，新聞に投書する 500 字程度の意見文を書かせる課題について
推敲の過程や対話から生まれることばをデータとして考察しているが，内容づくりの
問題に気づけない，本当に言いたいことを日本語で表せないという問題は，意見文と
いう課題との関係も考慮にいれる必要があろう。意見文以外にも課題文のジャンルを
広げ，どのような省察的対話が生じるかを記述することも重要であろう。また，本研
究のデータは中級学習者のものだが，申請者は初級学習に対しても省察的対話による
書くことの学習が可能と考えているようなので，初級の授業の進め方についても述べ
てもらいたい。 
４ 実践研究とは，本来，社会変革をめざして構想された分野である。学習者が教室
で獲得したことばを，教室コミュニティを超えて他のコミュニティとの関係において
意味づけていくことが必要なように，本研究も他の実践者，他のコミュニティとの相
互作用によって，実践研究としてのさらなる発展をめざす必要があるだろう。変革の
対象を，教室という枠組みから，教室を取り巻く社会的状況・制度といったより大き
な枠組みへ向けていくために，実践の改善を閉じられた教室だけのものとしない実践
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研究のあり方を模索することが求められよう。 
 
 以上，さらに考察されるべき今後の課題は残されているとしても，本論文は，優れ
た学術研究として高く評価することができる。よって，本論文をもって日本語教育学
の博士学位論文に値するものと判断できる。 
 
